
年２回インフルエンザ等の勉強会を実施、感
染症に対する知識の向上が図れた

(効果）　コロナウイルス感染症拡大により、外部研修は中止とした
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■会議・委員会計画実績・効果

会議委員会名 実績・効果 会議委員会名 実績・効果

安全衛生委員会
各事業所と連携を図りながら職員の健康増進

ができた 機能訓練委員会
外部研修には参加できなかったが、できる限
り職員同士で話し合いを行い、運動のバリ

エーションを増やした

地域支援委員会
コロナの関係でなかなか地域貢献に参加でき

なかった 認知症予防委員会
脳トレを中心にメニューを増やすなど実施で

きた

感染症予防委員会
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■職員研修計画と実績

研修 名称 参加実績 研修 名称 参加実績

（評価）　

①　新しい機器の導入や、健康体操をバリエーションを増やすことで平均筋力は0.3kg達成できた

②脳トレはメニューの変更や提供方法を適時変更。健康体操も頭の体操のバリエーションを増やした

③各職員の利用者様に対する思いや対応方法などを話し合うことができた

R3.3.31

目
標

本年テーマ
（計画）利用者様の認知症の予防及び身体機能の維持向上

（評価）　脳トレ内容の変更等を行い認知症予防や身体機能の維持に効果があったと思われる。
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■令和２年度処遇及び運営方針に対しての評価

（計画）　①　機能訓練を目標を持って実施できるよう職員に知識の向上を図り、利用者様の筋力平均0.3kg ＵＰを目指す

②　認知症予防の為に健康体操や脳トレなど半年に1回見直しを行い新しい取り組みを行う

③　月一回のデイ会議を実施し職員のチームワーク強化と情報の共有化を図る

令和２年度事業報告書
事業
所名

デイサービスセンター
しおかぜ下津井

作成者 杉原弘茂 作成日



（総評）　機能訓練及び認知症予防の勉強会は終礼時に変更などを含め検討を実施した。１０月にはコロナウイルスによる誹謗中
傷や職員利用者の個人情報の管理について勉強会を実施職員より送迎時に利用者様が急変した時の対応などを知りたいとのこと
で１１月に勉強会を実施。１月には利用者様がコロナウイルスに感染が判明した時の対応方法について協議ができた。随時疑問に
思ったこと、不安なことを勉強会のテーマとして知識の向上が図れたと思います。課題としては職員がもっと利用者様に声掛けがで
きる時間を作りつつ、運動効率が上がるように知識の習得や声掛けが来年度できるようになればさらによくなると思います

２ 月

３ 月

１２月
忘年会中止

１ 月
新年会中止

コロナウイルス対応方法検討会実施
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■月別行事・内部研修報告

月 度

４ 月
お花見中止

人権擁護勉強会実施

５ 月

１０月
デイ旅行中止

感染症勉強会実施　個人情報保護勉強会実施

１１月
紅葉狩り中止

緊急時の対応（送迎時）勉強会実施

８ 月
カキ氷中止

認知症予防勉強会実施

９ 月

３月１１日に合わせて実施、火災想定場所を変更し避難経路も変更し
た。避難完了まで７分。職員の声掛けと連携をしっかりとることが課題

６ 月
機能訓練勉強会（現在の平均筋力の把握と今後の方向性について検討）

７ 月
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■災害訓練計画・実績

訓練予定月 実施月 訓 練 目 的 訓練評価

5 11 火災訓練
コロナの関係で１１月に延期したが避難時間５分でスムーズに避難が
できた。

3 3 火災訓練


